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研究成果の概要（和文）：　本研究では，図形の形状や色彩といった視覚的対象が時間的に変化する「時間動的
デザイン」において，普遍的な「美しさ」の原理を「解決」という概念から探求した。解決とは音楽の用語で，
緊張した和声が一定の法則にしたがって弛緩・調和した状態に遷移して，安定感を与えることをいう。
　本研究の中心的成果として，（1）時間動的な配色において解決による調和感の向上が生じる視覚条件の探
求，(2)移動する図形の移動方向と形状の認知への影響の研究，(3)動的に変化する色彩の調和への感覚の研究を
通じて，これらに共通する解決と安定感についての知見を得た。

研究成果の概要（英文）：　In this study, the principle of universal "beauty" in "time-dynamic 
design," in which visual objects such as geometrical shapes and colors change over time, was 
explored from the concept of "resolution." Resolution is a musical term that refers to the 
transition of a tense harmony to a relaxed and harmonious state according to a certain rule, giving 
a sense of stability.
　The main results of this study were (1) an exploration of the visual conditions under which 
resolution improves the sense of harmony in time-dynamic color arrangements, (2) a study of the 
effects of moving objects on the perception of direction and shape, and (3) a study of the sense of 
harmony in dynamically changing colors, and we obtained findings on resolution and stability that 
are common to all of these.

研究分野： 色彩学，視覚感性科学

キーワード： 時間動的デザイン　感性　色彩　視覚

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　この研究は，図形の形状や色彩が時間とともに変化する「時間動的デザイン」において，「緊張した状態から
調和した状態に移行することで，より調和した感覚が表現される」という「解決」が，視覚的な対象に生じる現
象とその条件を見いだした。これらは，配色の時間的変化の調和感への影響，移動する図形の認知における移動
方向と形状との調和条件，などの研究を通じて行った。その結果，時間動的デザインにおいてより大きな調和感
を得る方法への知見が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
人の感性を定量的に分析し，生産活動に役立てる感性情報学という分野がある。感性情報学を

デザイン科学に役立てるには，さまざまな対象物をデザインする際に，人が感性によって好感を
持つ，すなわち，人が美しいと感じるものを描く方法論が必要である。では，「美しい」とはど
ういうことだろうか。図形や色彩といった視覚的対象に共通する，「美しさ」の普遍性というも
のはあるのだろうか。それが，この研究の「問い」である。 
 
２．研究の目的 
われわれは，上記の問いの答えのひとつは「解決」であると考えている。解決とは音楽の用語

で，緊張した和声が一定の法則にしたがって弛緩・調和した状態に遷移して，安定感を与えるこ
とをいう。われわれは，音楽に限らず図形や色彩などの視覚的対象においても，不安定な状態か
ら安定した状態へ一定の法則にしたがって移行する「解決」に，人はカタルシスを感じ，「美し
さ」が見いだされると考えている。この考えは，われわれがこれまでに進めた時間動的な視覚・
色彩に関する感性の研究を通じて生まれてきたものである。本研究は，図形や色彩といった視覚
的対象が時間的に変化する「時間動的デザイン」において，普遍的な「美しさ」の原理を，解決
という概念から探求するものである。 
 
３．研究の方法 
本事業を構成する研究のうち，中心的なものは，以下の 3 件の研究である。 

 
(1) 時間動的な配色の研究 

 本事業以前の研究で，変化しない「静的な色配置」と，その色配置に向かって徐々に変化
する色配置を提示した時とで，被験者の評価の違いを調べた（図 1）。その結果，不調和配
色から調和配色に「スムーズ」に変化する場合，変化せずに調和配色を最初から呈示する場
合に比べて有意に評価が高くなる場合があることが観察された。本研究では，これを発展
させて，このような動的な色配置による調和感の向上効果が強まる条件を，①テクスチャ
状の配色における形状，②図形の抽象性・具体性，③視線配置，との関連で探求した。 

 

図 1．静的な色配置と動的な色配置． 
 

(2) 時間動的な図形の研究 
 図 2 のような画面で上下両方向の三角形を呈示し，これを上あるいは下方向に動かして，
動く三角形を協力者がマウスカーソルでクリックする実験を行った。この実験では，三角
形の頂点の方向と動く方向が一致するかどうかが，動く三角形の捕捉のしやすさに影響す
るかを調べた。 

図 2．移動する三角形と図形の捕捉． 



 
(3) 時間動的な色彩調和の研究 
 図 3のように，同色相の 2色配色のうち，一方の明度・ 彩度が連続的に変化する動的配色を
呈示し，調和感の変化を調べた。古典的な色彩調和論にしたがえば，明度・ 彩度が変化するに
つれ，同色/類似/対 比の調和とその間の不調和が感じられるはずだが，連続的な変化の場合に
それが観察されるかどうかを調べた。 

図 3．明度・彩度の時間的変化と調和感． 
 
４．研究成果 
 
(1) 時間動的な配色の研究 
① テクスチャ状の配色における形状の影響 

 各種のテクスチャ状の配色において，不調和配色から調和配色への動的な変化，すな
わち「解決」による調和性向上効果を被験者実験により調べたところ，図 4 に示すよう
に，曲線で構成されるテクスチャのほうが直線によるものよりも，不規則な形状のテク
スチャのほうが規則的なものよりも，それぞれ調和性向上効果が高いことが示唆された。 

図 4．テクスチャ状配色による実験．赤枠で囲んだ配色で調和性向上効果が高い傾向が
あった． 

 
② 図形の抽象性・具体性の影響 

 各種の日用品のイラストを用いて，動的な配色の解決による調和性向上効果を被験者
実験により調べたところ，人型のキャラクターに配色したものがもっとも調和性向上効
果が高いという結果になった。これは，肌の色彩として違和感のある配色が不調和配色
として用いられていたことによるものではないかと考えられる。 

③ 視線配置の影響 
 被験者の視線をコントロールして，配色の動的変化による調和性向上効果を調べたと
ころ，i) 視線を固定しないときのほうが固定するときよりも効果が高い，ii)変化する
色に固定する場合と変化しない色に固定する場合では効果は変わらない，iii)視点を含
む領域でテクスチャ状配色が変化する場合よりも視点を含まない領域で変化する「周辺
視」の場合のほうが効果が高い，ことが示された（図 5）。 

図 5．視線配置と調和性向上効果． 
 
 

 

 

 

 
時間経過



(2) 時間動的な図形の研究 
前節および図 2 で示した，画面上で移動する三角形を捕捉する実験を行った結果，三角形の

移動の向きと三角形の頂点の方向が一致する場合，すなわち「上向きの三角形（▲）が上昇・下
向きの三角形（▼）が下降」する場合は捕捉しやすく，逆の場合は捕捉しにくいことがわかった。
これは，刺激と反応の方向が一致する「刺激反応適合性（S-R compatibility）」のひとつとして
理解できる。 
 
(3) 時間動的な色彩調和の研究 

古典的な色彩調和論では，2つの色彩の調和関係には，2つの色彩が隔たっていくにつれて同
等の調和・類似の調和・対比の調和が現れ，それらの中間の状態が不調和な関係であるといわれ
ている。しかし，図 3 のように隣接する 2 つの色見本の一方の明度や彩度を連続的に変化させ
て，被験者に調和・不調和が切り替わったと感じた時点を記録する実験を行うと，このような 3
通りの調和や中間の 2通りの不調和は現れず，調和・不調和の切り替わり回数はもっと少ないこ
とが示された。このことは，人は調和・不調和の連続的な変化には敏感に反応するものではない
ことを示している。 

 
(4) 総括 

これらの時間動的な色彩・図形と調和感に関する研究を通じて，人の「変化するもの」に対
する感性に関して考察した。人が「変化するもの」に対して感じる調和感は，変化に対する「予
測」と実際に生じる変化との関係によって生じると考えられる。ただ，予測通りに変化が生じれ
ば調和感を感じるのかというとそうとは限らず，(1)の時間動的な配色の研究で見られたように，
予測がしにくい形に図形や視線配置を設定するほうが，色彩の時間動的な変化による調和性向
上効果が大きいという結果が得られている。この点も含めて，この事業は，代表者が 2023 年度
から実施する科研費基盤研究(C)「動的デザインと「美しさ」への感性」（23K11751）に引き
継がれる。 

最後に，図 6は，書道における「払い」の筆画の例である（代表者の筆ｓによる）。筆画それ
自体はもちろん動的ではない。しかし，美しいとされる筆画 4 や 5 では，線の太さ，太さの変
化，曲率，曲率の変化について，右上から左下に向かって何らかの予測（あるいは「期待」）さ
れることが満たされることによって，調和感が生じるものと思われる。このように，時間動的な
色彩・図形と調和感に関する研究は，広範囲の感性の研究への広がりをもっているといえる。こ
こでも，「予測が満たされる」とは，必ずしも「一定」や「単調」なことだけを意味するわけで
はなく，どのようなレベルで満たされるのかを考察することで，「美しさ」への理解が深まると
思われる。 

 

図 6．「払い」の筆画の例． 
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